
※令和４年度以降入学生用 

学校番号 314 

 

令和５年度 外国語科 

 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

英語 英語構文 ３ 2 Smart Reader Basic 

Smart Reader Approach 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

英文構造の特徴を知り、文法事項の知識を駆使することによって、より高度な文章を理解する土台を身

につける。さらに書くことに重きをおいて、自分の考えを英語で的確に表すための多様な方法を学ぶ。 

 

 

 

２ 学習の到達目標（「CAN-DO リスト」の形での学習到達目標） 

【第１学年】 

領
域 

聞くこと 読むこと 
話すこと 

（やり取り） 
話すこと 
（発表） 

書くこと 

学
習
到
達
目
標 

・ゆっくりはっき
りと話されれば、
外国の文化・風習
などなじみのない
ことでもその概要
を理解することが
できる。 

・ 300 語程度の英

文を、複雑なと

ころは時間をか

けて読み、全体

の要旨を理解

し、大事な点を

もれなく理解す

ることができ

る。 

・ 簡単なマニュア

ルや手引き書な

どを理解し、そ

の内容に沿って

行動（ゲームや

工作など）する

ことができる。 

・ 日常的なあいさ

つができ、身の

回りで起こった

ことや経験した

ことなどについ

てやり取りをす

ることができ

る。 

・ 身近なトピック

（趣味や将来の

夢や希望など）

について幅広く

意見や情報の交

換をすることが

できる。 

・ 自分のこれまで

の経験、将来の

夢や希望などに

ついて、前もっ

て準備し、メモ

を見ながら理由

と具体例を添え

て短く説明する

ことができる。 
 

・ 身近な話題に関

して説明をし、

自分の意見を、

つなぎの語やフ

レーズを活用し

て、まとまりの

ある段落をひと

つ書くことがで

きる。 

・ 慣れ親しんだ語

や表現を用い

て、物事の手順

を筋道立てて書

くことができ

る。 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観
点 

a 知識・技能 b 思考・判断・表現 c 主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

習得すべき知識や重要な概念な
どを理解している。それらを既
有の知識及び技能と関連付けた
り活用したりする中で、概念な
どとして理解したり、技能を習
得したりしている。 

知識及び技能を活用して課題を
解決するなどのために必要な思
考力、判断力、表現力などを身
に付けている。 

知識及び技能を獲得したり、思
考力、判断力、表現力等を身に
付けたりすることに向けた粘り
強い取り組みの中で、自らの学
習を調整しようとしている。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまり（領域）ごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 
学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学期 
課 

“題材名” 
領域 評価規準 評価方法 

 

Zone1 1~8 

関係代名詞 

関係副詞 

 

聞くこと 

a: 英語の音声の特徴（リズム・イントネーション）を理解している。 

b: 文化的な話題（スポーツや生活）について、必要な情報を聞き取っ

ている。 

c: 日常的な話題（「世界の家」や「好きな人物」など）について、必

要な情報を聞き取ろうとしている。 

定期考査 

（リスニング） 

話すこと 

(やり取り) 

a: 自分自身のことや、身の回りのことなどを用いて、伝え合う技能を

身につけている。 

b: 自分自身のことや、身の回りのことについて筋道を立てて詳しく

伝えあうことができる。 

c: 自分自身のことや、身の回りのことについて筋道を立てて伝え合

おうとしている。また、自分の発話を振り返り、改善点を見出して

いる。 

スピーキング 

テスト 

読むこと 

a: 関係代名詞・関係副詞の意味や働きの理解を基に、英文の内容を読

み取る技能を身に付けている。 

b: 文化的な話題（スポーツや生活）ついて書かれた文章を読んで、要

点を捉えている。 

c: 文化的な話題（スポーツや生活）ついて書かれた文章を読んで、要

点を捉えようとしている。 

定期考査 

（リーディング） 

書くこと 

a: 関係代名詞や関係副詞の意味、使い方を理解している。 

b: 文化的な話題について、まとまりのある文章を書いている。 

c: 文化的な話題について、まとまりのある文章を書こうとしている。 

ライティング課題 

定期考査 

中間考査 

Zone2 9~13 

不定詞 

分詞 

聞くこと 

聞くこと 

a: 英語の音声の特徴（リズム・イントネーション）を理解している。 

b: 文化的な話題（ノーベル平和賞や英語の方言、訪れたい国等）につ

いて、必要な情報を聞き取っている。 

c: 文化的な話題（ノーベル平和賞や英語の方言、訪れたい国等）につ

いて、必要な情報を聞き取ろうとしている。 

定期考査 

（リスニング） 

話すこと 

(発表) 

a: 不定詞や分詞を用いた文に関する英語の特徴やきまりを理解して

いる。 

b: 文化的な話題（ノーベル平和賞）について簡単な語句や文を用い

て話している。 

c: 文化的な話題（ノーベル平和賞）について聞き手に配慮しながら簡

単な語句や文を用いて話そうとしている。 

スピーキング 

テスト 

読むこと 

a: 不定詞や分詞の意味や働きの理解を基に、英文の内容を読み取る

技能を身に付けている。 

b: 文化的な話題（英語の方言）や社会的な話題（landmine）などに

ついて書かれた文章を読んで、概要を捉えている。 

c: 文化的な話題（英語の方言）や社会的な話題（landmine）になど

ついて書かれた文章を読んで、概要を捉えようとしている。 

定期考査 

（リーディング） 

書くこと 

a: 不定詞や分詞の意味、使い方を理解している。 

b: 文化的な話題（訪れたい国等）について、まとまりのある文章を書

いている。 

c: 文化的な話題（訪れたい国等）について、まとまりのある文章を書

こうとしている。 

ライティング課題 

定期考査 

期末考査 

 

Zone3 

14~17 

疑問詞 

接続詞 

形式主語 

聞くこと 

a: 疑問詞、接続詞、形式主語の特徴やきまりに関する事項を理解して

いる。 

b: ごく身近な事柄（日本文化に関する事柄）に関する会話を聞き、話

の展開や話し手の意図を把握している。 

c: ごく身近な事柄（日本文化に関する事柄）に関する会話を聞き、話

の展開や話し手の意図を把握しようとしている。 

定期考査 

（リスニング） 

話すこと 

(やりとり) 

a: 自分自身のことや、身の回りのことなどを用いて、伝え合う技能を

身につけている。 

b: 自分自身のことや、身の回りのことについて筋道を立てて詳しく

伝えあうことができる。 

c: 自分自身のことや、身の回りのことについて筋道を立てて伝え合

おうとしている。また、自分の発話を振り返り、改善点を見出して

いる。 

スピーキング 

テスト 
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読むこと 

a: 疑問詞や接続詞や形式主語の意味や働きの理解を基に、英文の内

容を読み取る技能を身に付けている。 

b: 文化的な話題（言語や偉人の話）や社会的な話題（世界平和や病原

菌）などについて書かれた文章を読んで、概要を捉えている。 

c: 文化的な話題（言語や偉人の話）や社会的な話題（世界平和や病原

菌）などついて書かれた文章を読んで、概要を捉えようとしてい

る。 

定期考査 

（リーディング） 

書くこと 

a: 疑問視、接続詞、形式主語の特徴やきまりを理解している。 

b: 文化的な話題（言語や偉人の話）について考えたことを簡単な語

句や文を用いまとまりのある文章を書いている。 

c: 文化的な話題（言語や偉人等）について考えたことを簡単な語句や

文を用いて、まとまりのある文章を書こうとしている。 

ライティング課題 

定期考査 

中間考査 

Zone3 

18~20 

比較 

仮定法 

聞くこと 

a: 英語の音声の特徴（リズム・イントネーション）を理解している。 

b: 社会的な話題（高齢化社会や教育）や文化的な話題（カルチャーシ

ョックや健康）などについて、必要な情報を聞き取っている。 

c: 社会的な話題（高齢化社会や教育）や文化的な話題（カルチャーシ

ョックや健康）などについて、必要な情報を聞き取ろうとしてい

る。 

定期考査 

（リスニング） 

話すこと 

(発表) 

a: 比較や仮定法を用いた文に関する英語の特徴やきまりを理解して

いる。 

b: 社会的な話題（高齢化社会や教育）について簡単な語句や文を用

いて話している。 

c: 社会的な話題（高齢化社会や教育）について聞き手に配慮しながら

簡単な語句や文を用いて話そうとしている。 

スピーキング 

テスト 

読むこと 

a: 比較や仮定法の意味や働きの理解を基に、英文の内容を読み取る

技能を身に付けている。 

b: 文化的な話題（カルチャーショックや健康）について書かれた文

章を読んで、概要を捉えている。 

c: 文化的な話題（カルチャーショックや健康）について書かれた文章

を読んで、概要を捉えようとしている。 

定期考査 

（リーディング） 

書くこと 

a: 比較や仮定法の意味、使い方を理解している。 

b: 文化的な話題（スポーツやファッション）について、まとまりのあ

る文章を書いている。 

c: 文化的な話題（スポーツやファッション）について、まとまりのあ

る文章を書こうとしている。 

ライティング課題 

定期考査 

期末考査 

 

Zone4 

21~24 

特殊鋼文 

聞くこと 

a: 例示や因果関係を表すディスコースマーカーの意味や働きを理解

している。 

b: 科学的な話題（環境問題等）や日常的な話題（旅行や SNS 等）な

どについての説明を聞き、要点を理解している。 

c: 科学的な話題（環境問題等）や日常的な話題（旅行や SNS 等）な

どについての説明を聞き、要点を理解しようとしている。 

定期考査 

（リスニング） 

話すこと 

(発表) 

a: 特殊構文を用いた文に関する英語の特徴やきまりを理解してい

る。 

b: 日常的な話題（旅行や SNS など）について簡単な語句や文を用い

て話している。 

c: 日常的な話題（旅行や SNS など）について聞き手に配慮しながら

簡単な語句や文を用いて話そうとしている。 

スピーキング 

テスト 

話すこと 

（やりとり） 

a: 旅行の計画や、SNS の使い方などを、伝え合う技能を身につけて

いる。 

b: 旅行の計画や、SNS の使い方など筋道を立てて詳しく伝えあうこ

とができる。 

c: 旅行の計画や、SNS の使い方などについて筋道を立てて伝え合お

うとしている。また、自分の発話を振り返り、改善点を見出してい

る。 

スピーキング 

テスト 

読むこと 

a: 特殊構文の意味や働きの理解を基に、英文の内容を読み取る技能

を身に付けている。 

b: 科学的な話題（脳のメカニズム）や社会的な話題（WHO の取り組

み）などについて書かれた文章を読んで、概要を捉えている。 

c: 科学的な話題（脳のメカニズム）や社会的な話題（WHO の取り組

み）になどついて書かれた文章を読んで、概要を捉えようとしてい

る。 

定期考査 

（リーディング） 
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書くこと 

a: 特殊構文の意味、使い方を理解している。 

b: 科学的な話題（生物の生態や文化の成り立ち）について、まとまり

のある文章を書いている。 

c: 科学的な話題（生物の生態や文化の成り立ち）について、まとまり

のある文章を書こうとしている。 

ライティング課題 

定期考査 

学年末考査 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 


